
 

 

関西支部活動報告 

 

 関西支部では，空間情報話題交換会，GRASS講習会，MultiSpec講習会，支部総会・講演会などを開催して

きましたので，その概要を報告します。 

 

（１）空間情報話題交換会 

 主要な支部活動として二ヶ月に一度，偶数月の最終金曜日に開催される空間情報話題交換会では，昨年度か

らこれまでに以下のような話題提供がありました。 

①第 34回空間情報話題交換会（2006年 8月 25日，エル・おおさか） 

 「ネットワーク型 RTKの紹介と独自セミ・ダイナミック配信の特長と利用事例」 

(株)ジェノバ 木元 昭則 氏 

②第 35回空間情報話題交換会（2006年 10月 27日，エル・おおさか） 

 「高精度 GPS（FKP方式）を利用した移動体簡易水準測量および精密 3次元地形モデルの取得・表示システム」 

                       三菱電機(株) 西川 啓一 氏 

③第 36回空間情報話題交換会（2006年 12月 8日，エル・おおさか） 

 「文化遺産アーカイブとモニタリングでの写真測量の実践－タイ・マハタート寺院の事例－」 

                                              同志社大学 津村 宏臣 氏 

④第 37回空間情報話題交換会（2007年 2月 23日，エル・おおさか） 

 「衛星生態研究における落葉前後の ASTERデータの利用事例紹介」   京都大学大学院  牧 雅康 氏 

⑤第 38回空間情報話題交換会（2007年 4月 27日，エル・おおさか） 

「アフリカの抱える環境問題 -ザンビアにおける干ばつと貧困- 」 

   地球研プロジェクト「社会・生態システムの脆弱性とレジリアンス」から 

総合地球環境学研究所 吉村 充則 氏 

⑥第 40回空間情報話題交換会（2007年 8月 31日，エル・おおさか） 

「新たな GIS推進施策と写真測量技術への期待」国土交通省国土地理院 近畿地方測量部 佐々木 久和 氏 

⑦第 41回空間情報話題交換会（2007年 10月 28日，エル・おおさか） 

「統計 GISの発展に向けて ～カルトグラムの可能性を探る」      東京大学大学院 清水 英範  氏 

 

（２）講習会「GISフリーソフト GRASSを体験しよう」（2006年 7月 31日，近畿測量専門学校） 

 フリーのソフトウェアでありながら，多数の強力な機能を持ち合わせている GIS ソフト「GRASS」を対象

とした講習会を実施しました。本講習会では，講師の小野徹氏（(有)画像計測研究所）が作成された体験版の

ブート CDを利用し，UNIX系の OSの予備知識が無くても簡単の取り組める環境を実現した上で，PCを利用

した実習形式の講習を実施しました。参加者総数は 27名でした。 

 

（３）第 7回関西地域 GIS自治体意見交流会（2007年 3月 29日，高槻市現代劇場文化ホール） 

 高槻市，GIS学会関西地方事務局との共催行事として，関西地域 GIS自治体意見交流会を開催しました。当日

は総勢 114名の参加者があり，大変盛況でした。講演内容は以下のとおりです。 

「広域統合型地理情報システムについて」                   野洲市 山本 利夫 氏 

「府・市町村共同による統合型 GISの取組について」               京都府 原田 智  氏 

「尼崎市の次の展開について」                        尼崎市 仁尾 克己 氏 

「豊中市の基本図データベース更新と庁内活用について」            豊中市 森山 幸雄 氏 

「高槻市におけるデジタルミュージアム～城と城下をゆく～」  高槻市立しろあと歴史館 中西 裕樹 氏 



 

 

パネルディスカッション 「自治体 GISの分岐点」 

       コーディネータ：柳川 重信 氏 （豊中市） 

           パネラ：山本 利夫 氏 （前掲）  原田 智  氏  （前掲） 

               森川 大輔 氏 （京都府） 仁尾 克己 氏 （前掲） 

               森山 幸雄 氏 （前掲）  中西 裕樹 氏 （前掲） 

 

（４）平成 19年度関西支部総会・講演会の開催（2007年 6月 1日，エル・おおさか） 

ａ）総会 

 平成 18年度事業報告，平成 18年度収支決算，平成 19年度事業計画案，平成 19年度収支予算案，役員の交

代・追加，職務の交代について審議の結果，満場一致で了承を得て新年度の事業を進めることになりました。

平成 19年度の支部役員は以下のとおりです。 

 

支 部 長 柳川 重信 豊中市 

副支部長 吉村 充則 総合地球環境学研究所 

幹 事 長 越智 士郎 近畿大学 

監  事 増川 眞澄 (社)日本測量協会 

幹  事 佐々木久和 国土地理院近畿地方測量部 

幹  事 梶川 正純 大阪府 

幹  事 清水 啓治 (株)かんこう 

幹  事 小野 徹  (有)画像計測研究所 

幹  事 村尾 吉章 日本アイ・ビー・エム(株) 

幹  事 嶋野 雄一 国際航業(株) 

幹  事 金本 直也 (株) パスコ 

幹  事 安井 嘉文 (株) GIS関西 

幹  事 田中 一成 大阪工業大学 

幹  事 山下 恵  近畿測量専門学校 

幹  事 須崎 純一 京都大学大学院 

幹  事* 
 熊谷樹一郎 摂南大学 

 

※*は会計/事務局担当を示す。 

 

ｂ）講演会 

 総会後の講演会では，次の 4 件のご講演をいただきました。なお，本講演会は第 39 回空間情報話題交換会

を兼ねて開催されています。 

「地理空間情報等活用推進基本法における地理情報標準の役割」     国際航業(株) 政木 英一 氏 

「地理空間情報活用推進基本法案の自治体 GISへのインパクト」         (株) パスコ 坂下 裕明 氏 

「GIS大縮尺空間データ官民共有化推進協議会の取組について」        大阪府 梶川 正純 氏 

「大縮尺地形図の官民共有とその応用について」             大阪ガス(株) 山内 徹  氏 

前半 2件のご講演では，前々日の 5月 30日に公布されたばかりの地理空間情報活用推進基本法に関わる内

容をご紹介いただきました。ホットな話題ということもあって，116 名の参加者は熱心にメモを取るなど聞き

入っていました。また，後半 2件のご講演では，大阪府を中心として活動してきた GIS大縮尺空間データ官民

共有化推進協議会に関する内容をご紹介いただきました。2002年に発足してからの動きや，これからの活動内

容について多面的に紹介いただき，大変好評でした。 

 

（５）講習会「われわれの住む地表空間をマネージするためのリモートセンシング画像の解析とその応用        

～MultiSpecを用いたハンズオンワークショップ～」（2007年 6月 28日，近畿測量専門学校） 

 地理情報システム学会，日本リモートセンシング学会，日本国際地図学会，大阪ヒートアイランド対策技術

コンソーシアム，日本ヒートアイランド学会のご後援の下，講師に飯坂譲二先生（ビクトリア大学地理学科教

授）をお迎えし，MultiSpecを用いた実習形式の講習会を開催しました。参加者総数は 48名と大変盛況でした。 

 

なお，以上の活動内容につきましては，支部ホームページに（http://www.jsprs-w.org/）掲載中です。また，

今後の活動内容につきましても随時更新していく予定です。 


